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パリセードグラス の不耕起栽培試験〔第２報〕MG-5

西岡謙二・馬木康隆・福井弘之

要 約

不耕起トウモロコシ播種機の適用性拡大を検討するため、暖地型イネ科牧草のパリセードグラ

ス の不耕起栽培試験を行った。MG-5

その結果、出芽率は、耕起区で に対し、不耕起区（ラウンドアップ区）は 、不耕起44.0% 43.0%

（リビングマルチ区）は42.0％と有意差は認められなかった（ 。草丈においては、茎葉処p>0.05）

理時および2番草において、不耕起（リビングマルチ区）と耕起区の間に有意差が認められた

（ 。しかし、1番草では、有意差が認められなかった(p>0.05)。茎葉処理時（ 月 日）p<0.05 6 23）

の雑草の割合は、耕起区が 、不耕起（ラウンドアップ区）が 、不耕起（リビングマル81.0% 76.6%

チ区）が ％となり、パリセードグラスの占有度は非常に低い結果となった。茎葉処理剤（チ76.3

フェンスルフロンメチル剤）を散布した結果、イチビやスベリヒユなどの広葉雑草には卓効だった

が、イネ科雑草のメヒシバには効果が認められなかった。今後の課題として、パリセードグラス栽

培時におけるイネ科雑草の防除技術の開発が重要と考えられた。

目 的

パリセードグラスは、熱帯アフリカを原産とす

る 属の暖地型イネ科牧草で、同属のBrachiaria
ルジグラスやシグナルグラスと共に、オーストラ

リアやブラジルなどの暖地で栽培されている 。１)

国内では、沖縄県等でパリセードグラスの栽培試

験が行われており、既存のローズグラスと比較し

て粗タンパク質が高く、 含量も高い結果がTDN
得られている 。２ ３) )

一方、本県では、昨年度、パリセードグラスを

用いた適応試験を実施した。その結果、イネ科雑

草の防除ができず、メヒシバなどのイネ科雑草の

、 。占有率が1番草および2番草で 8～9割を占めた４)

そのため、今後の課題として、イネ科雑草の防除

技術の開発が必要と考えられた。また、既存のパ

リセードグラスの雑草管理技術として、条間120c

mの広条播栽培と中耕管理について報告されている

が 、これは線虫抑制としての利用であり、牧草５)

収穫としての利用には収量性の観点が考慮されて

いないと考えられる。

そこで、本試験では、西南暖地に位置する徳島

県でも十分に普及が見込まれる暖地型イネ科牧草

のパリセードグラス に対して、夏期に生MG-5
育可能な牧草としての適応性を検討するため、イ

タリアンライグラス収穫跡地において耕種的な雑

草防除法を取り入れた不耕起栽培試験を行い、慣

行の耕起栽培と比較した。

材料および方法

１）試験期間： 年 月～ 月2016 6 9
２）試験圃場：畜産研究課 号圃場4
） 。３ 試験条件：表 のとおり試験区を設定した1

耕起区および前処理に非選択性除草剤を用いた不

耕起（ラウンドアップ区 、前作のイタリアンラ）

イグラスをマルチとした不耕起（リビングマルチ

区）の計3区とし、 区 の で、 反1 2m×3m 6m 32

復設置した。
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耕起区は、グリホサートカリウム塩剤を散布せ

ず 月 、 日の計 度ロータリで耕起した。不6 3 8 2
耕起（ラウンドアップ区）は、 月 日にイタリ6 3

2 6アンライグラス 早生種 番草刈取り除去後（ ） 、

月 日 に グ リ ホ サ ー ト カ リ ウ ム 塩 剤9
（ ）で処理した。不耕起（リビ500mL/100L/10a
ングマルチ区）は、グリホサートカリウム塩剤を

散布せず、イタリアンライグラス（早生種）3番

草をリビングマルチとして利用した。

施肥は、 月 日に ： ： の各成分を6 9 N P O K O2 5 2

9.6kg/10a 7それぞれ 各試験区に散播した また。 、

月 日に1番草刈取り後に追肥として、 を19 N
散布した。5.0kg/10a
、 。 、（ ）播種は 月 日に行った 本県では 国研6 8

生研センターが開発した不耕起トウモロコシ播種

機 を用いた試験研究を進めている 。こ６ ～９ １０ ～１２) ) ) )

の不耕起トウモロコシ播種機は、繰出機構の分離

プレートのサイズを変えることにより、トウモロ

コシ以外の種子（麦類、牧草類）に利用すること

ができる。耕起区、不耕起区ともに、その不耕起

トウモロコシ播種機を用いて、株間 、条間20cm
、走行速度 で複粒点播（分離プレー40cm 1.5m/s

ト 、播種量 ）した。播種深φ6.5mm 1.57kg/10a
度は、およそ となるように深度調節ノブで5cm

80cm調節した なお 不耕起播種機自体の条間は。 、

、 、であり 播種後の条間中央に再度播種することで

条間 に設定した。耕起区は、散播後、ケン40cm
ブリッジローラで 回鎮圧した。2
茎葉処理剤は、 月 日にチフェンスルフロン7 4

メチル剤（ ）を使用した。2g/100L/10a
４）調査項目：出芽率、草丈、雑草量、収量調査

について、牧草・飼料作物系統適応性検定試験実

施要領 に準じて適時実施した。1番草の刈取り１３）

調査は、 月 日に株高10cmで1m四方を坪刈り7 19
し、同日に試験区内を全て刈取りし、区外へ持ち

出した。また、刈取り高さを高くするほど再生が

良くなる傾向にあるとの報告があったことから、

、1番草の刈取り高さを10cmに設定した。 番１４) 2
草の刈取り調査は 月 日に同じ手順で実施し9 23
た。

５）気象条件

気象庁のデータ をもとに、図 に試験期間１５) 1
。 、中の気象条件を示した 播種前後の 月上旬は6

2降水量が少なく、平均気温は平年並であった。

番草再生期の 月上中旬は、降水量が少なく気8
温は高かったため、干ばつが発生した。また、収

穫前の9月16～17日に上陸した台風16号により パ、

リセードグラスに一部倒伏が見られた。

表１：試験区設置条件（2×3M／区、各区３反復）
5/13 6/3 6/8 7/4

イタリアン収穫 ロータリ ロータリ 鎮圧 不耕起播種 前処理 ロータリ 施肥 茎葉処理
耕起区 ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ ○

不耕起(ラウンドアップ区) ○ - - - ○ ○ - ○ ○
不耕起(リビングマルチ区) ○ - - - ○ - - ○ ○

6/9
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結果および考察

（１）１､２番草の生育状況

1番草の生育状況について、表 に示した。出2
芽日は、全ての区画において、揃っていた。出芽

率について、耕起区は、 に対し、不耕起44.0%
（ラウンドアップ区）が 、不耕起（リビ43.0%
ングマルチ区）が と有意差は認められな41.0%
かった p>0.05 金子らによると 放牧地におけ（ ）。 、

る作溝型簡易草地更新機を用いたパリセードグラ

スの不耕起播種試験では 不耕起区の初期生育は、

耕起区と比較して劣ったと報告がある 。しか１６)

し 本試験では 播種前に降雨があり 土壌水分、 、 、

が保持され 不耕起区に置いてもパリセードグラ、

スの出芽に有利な条件になったと考えられた。

草丈においては 茎葉処理時に不耕起 リビン、 （

グマルチ区 と耕起の間に有意差が認められた p） （

<0.05 1番草では 耕起区と比較して 不耕起 リ）。 、 、 （

ビングマルチ区 の草丈が高かったが 有意差は） 、

認められなかった p>0.05 また 2番草におい（ ）。 、

ては 耕起区と比較して 不耕起 リビングマル、 、 （

チ区）の草丈が有意に高かった（p<0.05 。）

（３）雑草状況

茎葉処理時および2番草収穫時の雑草状況につい

て、図2に示した。6月23日の茎葉処理時での雑草

の発生状況は 約5％程度の割合で耕起区よりも不、

耕起区の方が低かったものの、雑草の発生が著し

かった。発生した雑草の種類では、イネ科雑草の

メヒシバの他、広葉雑草のスベリヒユ、ウスベニ

ツメクサ、イチビ、ホナガイヌビユなどが認めら

れた また 9月8日の2番草収穫時での雑草の発生。 、

状況では、雑草防除のために、7月4日にチフェン

スルフロンメチル剤 で茎葉処理を(2g/100L/10a)
行い、 番草収穫時に再度調査した。その結果、2
茎葉処理時よりも雑草の占有度は減少し、パリセ

ードグラスの占有度が増加した。しかし、広葉雑

草に対する除草効果が認められたものの、イネ科

雑草のメヒシバには効果があまり認められなかっ

た。同じイネ科のパリセードグラスについても、

薬害は認められなかった。1番草収穫後の8月中に

干ばつが発生したことにより、久高らにより、パ

リセードグラスには、干ばつ耐性を持つことが報

告されている 。したがって、パリセードグラ
１７）

スがメヒシバよりも生育速度が早くなり、占有度

が高くなったと考えられた。パリセードグラスの

、 、 、優先度は 1番草で約10％ 2番草で約70％となり

石垣らの報告 では、パリセードグラスの1番草１８)

で50%程度 2番草で90%程度の優占度が得られたと、

あり、本試験とは結果が異なった。その要因とし

、 （ 、 、て 播種環境の違い 土壌水分 埋土雑草種子量

気温など）が考えられた。

（４）収量調査

番草および 番草の収量調査結果を表 に示1 2 3
した 2番草の乾物収量において 耕起区と不耕起。 、

区の間に有意差が認められた p<0.05 不耕起区（ ）。

が耕起区よりも雑草乾物重が低かったにもかかわ

らず、耕起区におけるパリセードグラスの乾物収

量が高くなった その要因として 耕起区では､不。 、

耕起区よりも土壌水分が欠如し、不耕起区よりも

干ばつの影響を大きく受けたことから、メヒシバ

等の雑草の生育が阻害され、逆にパリセードグラ

スの生育が促進されたと考えられた。

番草と 番草の合計乾物収量は耕起区で約1 2
程度となり、本県の夏作トウモロコシの40kg/a

平均的な乾物収量 と比較して5分の1程度しか１９)

得られなかった。

1番草および2番草の栄養成分について 表4に示、

した。耕種別および不耕起区の条件の違いによる

顕著な栄養成分の変動は認められなかった。収穫

物は前述の通り、メヒシバ等の雑草が大半を占め

ていたため、パリセードグラスのみ選抜し、単体

での栄養成分についても分析した。その結果、パ

リセードグラス単体の栄養成分としては、ＥＥが

低く、ＮＦＥが高い傾向が認められた。

（５）今後の課題

パリセードグラスの普及には、暖地型の牧草の

ため、メヒシバ等のイネ科雑草を中心とした防除

技術の開発が不可欠と考えられる。除草剤を用い

たパリセードグラスの雑草防除が一般的である

が、現在、パリセードグラスの選択性除草剤は開

発されていない。よって、耕種的防除により、雑

草を防除する必要がある。そこで、パリセードグ

ラスは、初期生育が緩慢な傾向にあるため 、
２０）
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初期生育の早い植物を用いて、リビングマルチを

行う栽培技術の開発が重要であると考えられた。
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表3：収量調査結果

生草収量
(kg/a) 乾物率

乾物収量
(kg/a)

雑草乾重量
の割合

生草収量
(kg/a) 乾物率

乾物収量
(kg/a)

雑草乾重量
の割合

生草収量
(kg/a)

乾物収量
(kg/a)

耕起区 38 16.0% 6.0 48.4% 221a 15.6% 35A 53.9% 260a 41A

不耕起(ラウンドアップ区) 49 16.1% 7.9 51.1% 93b 12.3% 11B 39.4% 142b 19B

不耕起(リビングマルチ区) 36 16.0% 5.7 53.7% 133b 13.2% 17B 38.9% 168ab 23AB

同一列の異符号を付した数値間に有意差あり。大文字：p<0.01  小文字：p<0.05

試験区分
1番草 2番草 1番草＋2番草

表４．栄養成分分析結果

1番草 2番草 1番草 2番草 1番草 2番草 1番草 2番草 1番草 2番草
11.2% 10.0% 3.8% 3.3% 55.5% 53.2% 16.2% 23.4% 13.3% 10.0%
12.1% 8.2% 3.7% 2.8% 63.9% 55.9% 16.6% 23.5% 3.7% 9.6%
14.0% 7.6% 4.0% 2.8% 63.5% 56.9% 14.5% 23.3% 4.0% 9.4%

粗繊維(DM%)

耕起区
不耕起(ラウンドアップ区)
不耕起(リビングマルチ区)

品種 粗蛋白(DM%) 粗脂肪(DM%) NFE(DM%) 粗灰分(DM%)

表２：耕種別生育状況
茎葉処理時 1番草 2番草

草丈(cm)
7/4

草丈(cm)
7/19

草丈
(cm)
9/21

耕起区 6/14 5.3 44% 4.3 34.1b 88.6 110.1b

不耕起(ラウンドアップ区) 6/14 4.3 43% 4.3 36ab 87.7 122.7ab

不耕起(リビングマルチ区) 6/14 3.0 41% 4.3 42.1a 97.5 126.9a

試験区分 出芽日 出芽良否
(1∼9良)

 出芽率（％） 定着草勢
(1∼9良)
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